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筆
者
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
部
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山

の
西
斜
面
に
あ
る
ル
カ
ニ
村
（
標
高
約
１
５
０
０
～

１
７
０
０
㍍
、
人
口
１
４
８
２
人
、
世
帯
数
３
５
５
戸
）

に
お
い
て
、
20
年
前
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
コ
ー
ヒ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
農
林
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
を
め

ぐ
る
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
本
論
で
焦
点
を
当
て

る
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
住
民
（
チ
ャ
ガ
民
族
）
の
伝
統

的
な
農
法
（
農
地
利
用
形
態
）
で
あ
る
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
の
魅
力
に
つ
い
て
も
、
い
ち
早
く
見
い
だ
し

て
お
り
、
世
界
へ
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
筆
者
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
間
も
な
く
、
同

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
は
す
ぐ
に
、
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
ス
イ
ス
の
環
境
・
開
発
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
バ
イ
オ
ビ
ジ
ョ
ン
財
団
は
、
世
界
の
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
、
①
農
林
シ
ス
テ
ム
（
林
木
と

農
産
物
の
複
合
）、
②
林
畜
シ
ス
テ
ム
（
林
木
と
牧
草
・

家
畜
・
潅か
ん

木ぼ
く

の
複
合
）、
③
農
林
畜
シ
ス
テ
ム
（
林
木

と
農
産
物
と
家
畜
の
複
合
）
に
３
区
分
し
た
上
で
、
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
「
チ
ャ

ガ
民
族
の
ホ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
称
し
、
③
の
代
表

事
例
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
１
１
年
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
中
南
部

の
シ
ン
ブ
ウ
ェ
・
ジ
ュ
ウ
村
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
（
チ
ャ
ガ
民
族
の
「
キ
ハ
ン
バ
」
シ
ス
テ
ム
）
が
、

国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
世
界
農
業
遺
産（
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
の
認
定
を
受
け
た
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
は
５
つ
の
基
準
（
①
食
料
・
生
計
の
安
全
保

障
、
②
農
業
関
連
の
生
物
多
様
性
、
③
地
元
の
伝
統
的

知
識
シ
ス
テ
ム
、
④
文
化
・
価
値
シ
ス
テ
ム
と
社
会
組

織
、
⑤
景
観
の
特
徴
）
に
基
づ
い
て
、「
世
界
的
に
顕

著
な
特
徴
を
有
し
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
遺
産
価
値

の
あ
る
も
の
」
と
み
な
し
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
を
認
定
し
て

い
る
（
注
１
）。

本
論
で
は
ま
ず
、
同
村
の
「
キ
ハ
ン
バ
」（
筆

者
は
「
家
庭
畑
」
と
和
訳
し
て
い
る
）
が
右
記
の

５
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
評

価
に
基
づ
い
て
確
認
す
る
。

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
理
由

（
１
）
基
準
①
「
食
料
・
生
計
の
安
全
保
障
」

地
元
の
基
礎
的
食
料
で
あ
る
バ
ナ
ナ
、
芋
類
な

ど
多
様
な
食
料
作
物
を
生
産
で
き
て
い
る
。
樹
木

は
、
地
元
の
飼
料
、
薪ま
き

、
材
木
な
ど
の
需
要
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
が
主
要
な

換
金
作
物
に
な
っ
て
い
る
。
家
畜
が
家
族
の
栄
養

水
準
を
高
め
、
牛
乳
販
売
が
農
業
収
入
を
増
や
し

て
い
る
。

（
２
）
基
準
②
「
農
業
関
連
の
生
物
多
様
性
」

５
０
０
種
以
上
（
栽
培
は
１
０
０
種
）
を
保
全

す
る
高
い
生
物
多
様
性
を
誇
る
。
高
い
バ
イ
オ
マ

ス
（
生
物
量
）・
有
機
物
循
環
が
、
地
上
部
及
び

京
都
大
学
農
学
研
究
科
・
農
業
食
料
組
織
経
営
学
　
辻
村
英
之

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
森
林
を
守
る

その６

暮らしの
中の熱帯

キリマンジャロ山とアグロフォレストリー「キハンバ」

タ
ン
ザ
ニ
ア
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ
ハ
ン
バ
」



25

地
下
部
で
の
炭
素
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。
林
木
や
密

な
植
生
は
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
が
同
地
域
の
給
水
塔

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
３
）
基
準
③
「
地
元
の
伝
統
的
知
識
シ
ス
テ
ム
」

熱
帯
林
に
類
似
の
多
層
な
植
生
を
持
つ
。
主
に
４
層

で
、
木
陰
、
飼
料
、
果
物
、
薪
、
窒
素
固
定
な
ど
に
役

立
つ
林
木
が
最
上
層
、
２
層
目
に
バ
ナ
ナ
、
３
層
目
に

コ
ー
ヒ
ー
の
木
、
最
下
層
に
多
様
な
野
菜
が
あ
る
。
こ

の
多
層
シ
ス
テ
ム
は
、
不
足
す
る
土
地
の
利
用
を
効
率

化
し
、
多
種
の
食
料
を
周
年
で
供
給
す
る
。

（
４
）
基
準
④
「
文
化
・
価
値
シ
ス
テ
ム
と
社
会
組
織
」

チ
ャ
ガ
民
族
は
家
族
で
管
理
す
る
「
キ
ハ
ン
バ
」
を
、

自
ら
の
文
化
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
、
強
い
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
る
。
社
会
的
、
儀
礼
的
生
活
の
中
心
地
で

あ
り
、
こ
こ
で
生
ま
れ
、
年
を
取
り
、
結
婚
し
、
埋
葬

さ
れ
る
。

（
５
）
基
準
⑤
「
景
観
の
特
徴
」

熱
帯
林
に
類
似
の
多
層
な
植
生
構
造
と
い
う
独
自
性

が
顕
著
で
あ
る
。「
キ
ハ
ン
バ
」
の
た
め
の
伝
統
灌か
ん

漑が
い

の
水
は
、
山
奥
の
森
林
を
水
源
と
す
る
小
川
や
水
路
か

ら
流
れ
て
く
る
。

「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
と
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩
壊

（
１
）
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
残
存

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
中
に
は
約
６
０
０
の
村
が
あ

り
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
伝
統

を
共
有
し
て
い
る
。
シ
ン
ブ
ウ
ェ
・
ジ
ュ
ウ
村
だ
け
が

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
を
受
け
た
理
由
は
、
既
に
「
キ
ハ
ン

バ
」
崩
壊
の
村
が
多
い
中
、
伝
統
的
、
典
型
的
な
も
の

が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
関
係
者
は
言
う
。

筆
者
が
調
査
す
る
ル
カ
ニ
村
に
お
い
て
も
上
記
の
５

基
準
を
満
た
す
、「
世
界
的
に
顕
著
な
特
徴
を
有
し
次

世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
遺
産
価
値
の
あ
る
」「
キ
ハ
ン

バ
」
が
残
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業
経
営
学
の
視
覚

か
ら
、
環
境
保
全
性
の
高
い
農
法
や
、
高
い
資
源
循
環

性
（
バ
ナ
ナ
の
茎
・
葉
を
家
畜
の
飼
料
と
し
、
家
畜
堆

肥
を
バ
ナ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
根
元
に
投
入
す
る
な
ど
）

が
実
現
す
る
低
費
用
（
高
価
な
化
学
肥
料
・
購
入
飼
料

を
利
用
し
な
い
）
農
業
な
ど
、
魅
力
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
他
村
同
様
、「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩
壊
が
進
み
、

そ
れ
を
憂
い
て
始
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
崩
壊
を
せ
き
止
め
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
後
半
に
お
い
て
は
、
ル
カ
ニ
村
を
事
例

と
し
、「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
を
「
キ
ハ
ン
バ
」
崩
壊
の

直
接
的
な
要
因
と
位
置
付
け
た
上
で
、
村
民
自
身
に
よ

る
コ
ー
ヒ
ー
産
業
や
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
復
興
の
取
り
組

み
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
を
世
界
一
愛
好
す

る
日
本
の
消
費
者
と
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
お
け
る

コ
ー
ヒ
ー
生
産
や
森
林
・
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と

の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
い
。

（
２
）
取
引
構
造
を
よ
り
不
公
正
に
す
る
「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」

植
民
地
時
代
に
確
立
さ
れ
た
生
産
国
・
生
産
者
に
不

利
な
コ
ー
ヒ
ー
の
取
引
構
造
（
安
い
生
産
者
価
格
の
お

か
げ
で
、
先
進
国
・
消
費
国
に
お
け
る
安
い
コ
ー
ヒ
ー

飲
用
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
構
造
）
は
、
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
消
費
者
が
楽
し
む
コ
ー
ヒ
ー

の
香
味
の
３
～
４
割
を
、
生
産
者
に
よ
る
原
料
豆
の
栽

培
・
一
次
加
工
が
形
成
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
注

家屋を取り巻く平均１ｈａの「キハンバ」＝被陰樹の下でのコーヒー生産



26

２
）。
そ
れ
な
の
に
、
例
え
ば
１
９
９
８
年
度
に
お
い

て
、
１
杯
の
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
に
対
す
る
消
費
者

の
４
５
０
円
の
支
払
い
の
う
ち
、
約
２
円
し
か
生
産
者

の
取
り
分
に
な
っ
て
い
な
い
（
注
３
）。

さ
ら
に
２
０
０
１
～
02
年
、
世
界
最
大
の
生
産
国
・

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
豊
作
や
そ
れ
に
基
づ
く
投
機
家
の

売
り
攻
勢
を
主
因
と
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
価
格
は
史

上
最
安
値
水
準
に
ま
で
暴
落
し
（
２
０
０
１
年
12
月
に

41
・
５
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
）、
世
界
中
の
コ
ー
ヒ
ー
生

産
者
が
さ
ら
な
る
貧
困
に
苛
ま
れ
る「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」

と
呼
ば
れ
た
。

ル
カ
ニ
村
民
を
含
む
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
の

生
産
者
た
ち
は
、
特
に
子
供
た
ち
の
教
育
費
を
確
保

す
る
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
生
産
を
続
け
て
き
た
。
し

か
し
そ
の
生
産
者
価
格
（
生
産
者
に
よ
る
販
売
価

格
）
も
最
安
値
水
準
と
な
り
、
私
た
ち
消
費
者
が

支
払
う
４
５
０
円
の
う
ち
、
約
０
・
５
円
し
か
生
産

者
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
状

況
が
３
年
間
続
い
た
こ
と
で
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
で

教
育
費
を
満
た
せ
な
い
こ
と
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な

り
、
若
者
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
街
へ
の
出
稼
ぎ

（
離
農
）
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
転
作
を
一
気
に
進

め
て
し
ま
っ
た
。

「
キ
ハ
ン
バ
」
が
不
可
欠
な
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
直
射
日
光
を
嫌
い
、
木
陰
を

不
可
欠
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
キ
ハ
ン
バ
」

は
４
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
最
上
層
の
林
木
と

２
層
目
の
バ
ナ
ナ
が
、
３
層
目
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

に
木
陰
を
与
え
る
庇ひ

陰い
ん

樹じ
ゅ

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

そ
の
一
方
で
転
作
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
コ
ー

ヒ
ー
と
は
対
照
的
に
直
射
日
光
を
求
め
る
。
邪
魔
に
な

る
林
木
や
バ
ナ
ナ
が
伐
採
さ
れ
、「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩

壊
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
販
売
に
代
わ
る
収

入
源
と
し
て
の
材
木
販
売
も
、
森
林
伐
採
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ル
カ
ニ
村
に
お
い
て
も
、「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」
を
直
接
的
な
要
因
と
し
て
、
村
民
た
ち
は
コ
ー

ヒ
ー
栽
培
を
断
念
し
（
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー

の
収
穫
量
は
半
減
）、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ

ハ
ン
バ
」
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
林
木
の
過
剰
販
売
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
過
剰
生
産
を
進
め
て
し
ま
っ
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
消
費
者
の
役
割

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
に
は
国
際
的
に
共
有
さ
れ
て

い
る
定
義
や
認
証
制
度
・
基
準
が
あ
り
、
そ
の
定
義
・

認
証
基
準
に
基
づ
い
て
「
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
」
を
定
義
す
る
と
、「
最
低
輸
出
価
格
保
障
と
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
支
払
（
産
地
の
社
会
開
発

経
費
と
し
て
利
用
）
の
二
つ
の
価
格
形
成
を
基
本
的
手

段
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
者
価
格
を
引
き
上
げ
、
不

利
な
状
況
に
あ
る
途
上
国
の
小
農
民
た
ち
の
生
計
・
福

祉
改
善
・
人
権
擁
護
・
持
続
的
発
展
を
め
ざ
す
提
携
型

の
交
易
」
と
な
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
ル
カ
ニ
村
・

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
注
４
）
に
つ
い

て
は
、ル
カ
ニ
村
農
協
の
理
事
と
筆
者
が
議
論
を
重
ね
、

ココヤム・コーヒー・バナナ・林木の４層構造の「キ
ハンバ」

トウモロコシへの転作─後方のコーヒー畑とは対照的に森林伐採が進む
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前
述
の
国
際
基
準
の
下
で
１
４
０
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
の

最
低
輸
出
価
格
を
、１
７
１
セ
ン
ト（「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」

時
の
41
・
５
セ
ン
ト
の
４
・
１
倍
）
ま
で
引
き
上
げ
た
。

１
７
１
セ
ン
ト
の
輸
出
価
格
が
保
障
さ
れ
、
か
つ
収
穫

量
を
「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
前
の
水
準
（
２
倍
）
に
戻
せ

ば
、
１
世
帯
２
人
の
子
供
た
ち
を
、
下
記
の
ル
カ
ニ
中

学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
議
決
か
ら
で

あ
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て
も
、
国

際
基
準
の
20
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
よ
り
も
３
セ
ン
ト
多
く

支
払
っ
て
、ル
カ
ニ
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー

（
図
書
室
、
会
議
室
、
保
育
園
な
ど
）、
中
学
校
、
コ
ー

ヒ
ー
加
工
・
育
苗
場
の
建
設
費
の
一
部
な
ど
、
社
会
開

発
の
経
費
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
村
民
か
ら
の
募
金
や
政
府
か
ら
の
支
援
で
建

設
を
始
め
な
が
ら
資
金
不
足
で
未
完
成
だ
っ
た
ル
カ
ニ

中
学
校
を
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
で
完
成

さ
せ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
身
近
で
安
価
な

中
学
校
に
子
供
た
ち
を
通
わ
せ
る
費
用
が
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
村
民
た

ち
は
す
ぐ
に
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
意
欲
を
取
り
戻
し
た

の
で
あ
る
。農
協
が
主
体
と
な
っ
て
、ま
ず
は
コ
ー
ヒ
ー

（
有
機
生
産
可
能
な
耐
病
性
を
高
め
た
新
品
種
）
の
苗

木
、
そ
し
て
庇
陰
樹
用
林
木
の
苗
木
を
村
民
た
ち
に
配

布
し
、コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
復
興
に
努
め
は
じ
め
た
。「
キ

ハ
ン
バ
」
の
さ
ら
な
る
崩
壊
は
止
ま
り
、
苗
木
の
成
長

に
と
も
な
っ
て
森
林
や
「
キ
ハ
ン
バ
」
も
復
興
し
て
い

く
。完

全
な
る
復
興
に
は
数
十
年
か
か
る
が
、
街
に
出
稼

ぎ
に
出
た
若
者
た
ち
の
帰
村
も
進
ん
で
、「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」
で
25
㌧
ま
で
半
減
し
た
収
穫
量
が
、
危
機
前
の

水
準
を
超
え
る
65
㌧
（
２
０
１
７
年
）
に
ま
で
回
復
し

た
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
日
本
へ
輸

出
し
て
い
る
の
は
高
品
質
の
原
料
豆
の
み
18
㌧
（
１
コ

ン
テ
ナ
分
）
で
あ
る
が
、
今
や
２
コ
ン
テ
ナ
分
の
輸
出

が
可
能
に
な
り
、
新
た
な
販
売
先
を
見
つ
け
だ
す
新
た

な
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

ル
カ
ニ
村
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

価
格
形
成
の
基
準
に
則の
っ
とり

、
日
本
に
輸
入
す
る
の
は
京

都
の
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
で
あ
る
。
ル
カ
ニ
村
農
協
か
ら

の
よ
り
直
接
的
な
購
入
で
、
品
質
劣
化
の
回
避
や
流
通

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
る
が
、
生
産
者
支
援
の
た

め
の
高
い
購
入
価
格
は
や
は
り
、
焙
煎
豆
の
小
売
価
格

を
大
き
く
引
き
上
げ
る
（
非
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
約
１
・
５
倍
）。
そ
こ
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
高
価
で
も
消
費
が
進
む
よ
う
に
、
コ
ー

ヒ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

消
費
者
に
ル
カ
ニ
村
に
滞
在
し
て
も
ら
い
、

上
記
の
よ
う
な
産
地
・
生
産
者
支
援
や
森
林

保
全
が
で
き
る
と
い
う
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

が
上
乗
せ
す
る
品
質
を
、
自
ら
の
目
で
確
認

し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
品
質
、す
な
わ
ち
「
社

会
貢
献
で
き
る
」
品
質
に
対
し
て
積
極
的
に

代
金
を
支
払
う
消
費
者
は
、「
消
費
者
教
育
推

進
法
」（
２
０
１
２
年
施
行
）
に
よ
っ
て
政

府
が
育
成
を
め
ざ
す
「
消
費
者
市
民
」（「
現

在
お
よ
び
将
来
の
世
代
に
わ
た
っ
て
社
会
経

済
情
勢
や
地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

こ
と
を
自
覚
し
て
消
費
行
動
を
す
る
」
市
民
）

で
あ
る
と
言
え
る
。「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
の

産
地
・
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
森
林
・
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
再
生
は
、
同
コ
ー
ヒ
ー
の
世
界
一

の
消
費
地
・
日
本
に
お
け
る
飲
用
の
仕
方
に
依
存
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

注
１　

Food and A
griculture O

rganization (FA
O

), Globally Im
portant 

A
gricultural H

eritage System
s (GIA

H
S), http://w

w
w

.FA
O

.org/
GIA

H
S/en/ 

、
遠
藤
芳
英
「
世
界
農
業
遺
産
の
概
要
」
第
１
～
３
回
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
駐
日
連
絡
事
務
所
、http://w

w
w

.FA
O

.org/japan/portal-sites/giahs/
jp/ 注

２　

例
え
ば
、
堀
口
俊
英
『
コ
ー
ヒ
ー
の
テ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
』
柴
田
書
店
、

２
０
０
７
年
、
７
頁
、
辻
村
英
之
『
増
補
版　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
経
済
論
』

太
田
出
版
、
２
０
１
２
年
、
１
０
５
頁
。

注
３　

詳
し
く
は
、
前
掲
書
、
98

－

１
０
６
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い

注
４　

詳
し
く
は
、
辻
村
英
之
『
農
業
を
買
い
支
え
る
仕
組
み
』
太
田
出
版
、

２
０
１
３
年
、
第
５
章
、
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
株
式
会
社
、https://w

w
w

.
kyow

as.co.jp/torikum
i/kyoiku_rukani.htm

l

、 

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い

フェアトレード・プレミアムで後押しするルカニ中学校の建設


